
 

 

１  五卿、延寿王院入りの顛末 

 

文久3(1863)年、京都で公武合体

派が尊王攘夷派を追い落とす事件

が起こります（8月18日の政変）。

三条実美をはじめとする公卿らは

京都を追われ、長州藩に身を寄せま

した。 

その後、幕府による長州征討を回

避するため、五卿の遷座が条件とし

て浮上します。薩摩藩の西郷隆盛や

福岡藩の月形洗蔵などの働きによ

り、五卿は一旦筑前に移されること

になりました。 

 当初は五卿を5藩（福岡・久留米・

佐賀・熊本・薩摩）に送り、それぞ

れで預かる予定でしたが、五卿は 

全員が同じ場所に住むことを強く主張します。 

 

 

元治 2(1864)年 1 月、赤間宿に滞在した時も、領内 5ヶ所に分かれて 5藩がそれぞれ面倒をみ

ることにしていたところ、五卿に拒否されます。 

同年 2 月、五卿は太宰府に移

されます。受け入れる太宰府天

満宮側は、社内の各坊に分かれ

て住んでもらうつもりだったの

ですが、どうしても五卿がその

条件をのみません。別当大鳥居

家（現西高辻家）は住まいに新た

に一部屋を設け、そこに三条に

住んでもらうことを提案します

が、これも受け入れられません。

大鳥居家はやむなく住まいを明

け渡し、自身が別の坊に住むこ

とになってしまいました。 

 

 

 

七卿落ち竹田街道之図 

五卿が滞在した延寿王院の門 
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テキスト注釈
公武合体とは、江戸時代末期に、朝廷（公）と幕府（武）との関係を調整し、当時の外圧に対応するため、両者の協力によって体制の安定をはかろうとした考え方。


テキスト注釈
さいごうたかもり。1827-1877。幕末・明治期の政治家。薩摩の人。明治維新に指導的な役割を果たしたことで有名。

テキスト注釈
つきがたせんぞう。1828-1865。幕末の志士。筑前国福岡藩士。五卿の太宰府移転に尽力した。慶応元(1865)年、乙丑の獄で処刑された。38歳。




